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2Hp-3 色彩に対する評定の再現性の検討

○梅花短大　川端澄子　鳴門教育大　藤原康晴

被　　服

目的：色彩は、そのイメージで評価されることが多い。このイメージは評定者の直感的、

感覚的なもので形成されるため。繰り返し評定されるとき。同じ評定値が得られるとは限

らない。本研究は同じ評定者に同じ色を１週の間隔をおいて繰り返し提示し、そのイメー

ジをSD法を用いて測定し。評定者別、評価尺度別、提示色別に評定値の再現性を検討した。

方法: 5 種類の単独色、２種類の2 色配色の計７種類の色紙（8×8cni）を灰色｡(N7）の

台紙に貼ったものを提示試料として用い、12個のSD尺度（7 段階）を用いて2 回測定した。

１回目の測定と１週間後の測定では提示する色紙の順序、評定尺度の順序を変えた評定用

紙を用いて行った。この測定は平成10年６月に女子短大生107名を対象に実施した。

結果: 2 回の評定値に対して各評定者別に相関係数（r）を求めたところ0.20～0.89の範囲

にあり、その平均値は0.76であった。次に、各尺度別のｒを算出した結果、0.38 （はっき

りした／ぼんやりした）から0.70 （好きな／嫌いな）の範囲となり、その平均値は0.46で

あった。評定者の評定平均値を代入して算出した色別のｒは0.89 （青）から1.00 （ﾋﾟﾝｸ）

であった。全評定者を再現性の良否（r の大小）によって３グループに分け、各色別、各

評定尺度別に３グループの評定平均値を求め、グループ間の違いを分析した結果、84 （7

色×12尺度）の評定平均値のうちの43% に違いが認められた。

２ Hp-4
着装評価に関与するインナーウェアの色彩

○横山寿子　　石原久代　　（名古屋女大）
【目　的 】 シースルー、キャミソールドレスなどの流行 に伴ってインナーも次々に開 発、販

売されている。また、色 彩もカラー化 の方 向 へ向 かっているが、着 用者は色彩 についてイ

ンナーそのものに目を奪 われがちで、外 観 への透過 の状態を考えずに着用している場合

が多い。しかし、実 際の着 装評 価はアウターウェアで行 われることが殆どであり、色彩の組

み合 わせによっては外観 の審 美 性を損なう場 合 があると思 われる。そこで本研究では女

性 の服 装を取り上げ､ アウターウェアとインナーウェアの色彩 の関係について検討した。

【方　法】1) 女子 大学 生181   名を被験 者として実際に所 持しているインナーウェア(スリ

ップ､ ブラジャー、ショーツ)の色彩をPCCS 配 色カード175 色と照合させて調査し､ 更に

アウターウェアの色彩 がV2 、V8、vl8、p2、p8、pl8、白、黒の8色において、素材 が透ける

ものを着用 するときと透けないものを着用 するときに用いるインナーの色彩を調査した。

2) 肌色 の認 識度を検討 するために、被 験者93  名 の背 中の肌色を'b力所 測色した。なお

季 節差をみるために被 験者20 名 は1 月と７月 の2 度背 中を含め12 ヵ所の測色を行った。

【結 果および考 察 】 インナーウェアの所 持 状況 において、スリップ、ブラジャー、ショーツと

もに白が最も多く、次いでスリップ、ブラジャーでは黒の所 持率 が高い。ブラジャー、ショー

ツではその他pl6･18 等 の青系のうすい色 が多く所持されている。ブラウス及びパンツの色

彩とインナーウェアの色彩との関係 をみると白以 外は透ける場合と透けない場合のインナ

ーウェアの色彩 は異なり、透けない場 合はほとんど白を、透ける場合はブラウスと同 色をあ

げている。なお､黒は透 ける、透けないに関 わらず黒のインナーの着用が最も多かった。
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